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扶桑苑＆たんばぼ合同青雲

今年も大盛況！号轟Fl＞′ヽ芳江満貫βつ
やぐら太鼓を真ん中に提灯の明かりがともり始め

ると浴衣姿の両施設の利用者さんをはじめ、大勢の

方々が扶桑苑の広場に集まって下さいました。

今年は＜者若君㈲＞をキャッチフレーズに

ル
ーこせ

豊療義和山添字番所下幻一6

監…心、一、嵐－J：願事

こ協力ありがとう

ござい書したJ

ご案内をし、利用者さんにはご家族とともに夏祭り　l

を楽しんでいただきました。会場の周辺に並んだお

店では、家族・友人・ボランティアさん・お客さん・／

職員とそれぞれ談笑したり、食事・買い物・ゲーム

などをゆっくり楽しみ、また、踊りの輪の中にも入られ

て、なごやかな雰囲気の中で夏祭りを行うことができま

した。これもひとえに参加していただきました多くの々

のご支援・ご協力の賜物と厚くお礼申し上げます。

「　　　」、　　　　　　J

l早年も、しッツ・ワラサニュー・fL
T叫コーIl　考　エ

J
J－　　　　　　　　J

さて皆さん、今年は何が印象に残りましたか？も

ちろん＜ト一升グムウりと＜／lワ7ア朝＞
…ですよね。トーチトワリングは両施設の若手男性

職員が勤務終了後、夜遅くまで練習を重ねた結果です。迫力ある演技でした。「来年も…！」

の声が早くも出ています。ハワイアンダンスは同じく若手女子職員が、ボランティアの講

師より特訓を受けました。利用者さんが楽しんで参加してもらえるように職員が細かい配

慮をした甲斐があり、当日は照れながらも大勢の人が輪の中に入り蹄●られたことは、とて

もうれしいことでした。毎年恒例になることでしょう。

これからも、利用者さんひとりひとりの個性に合わせた支援を進めて参りたいと思って

おりますので、より一層のご理解・ご支援をお願い申し上げます。　　施設長　磋餓恒代
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ぽっぽだより　薫515年10

〝卵叫げ　芸芳書弄酢、一宇

恵みほぼ蘭泊覇糖職帯・
雪軒廿藩等中三尊皇泉南剖掘出宅・衰犠雷　電白争

晴れ男・晴れ女の多いたんばばの旅行は、今年も

晴天に恵まれて、と～ってもいい天気！
一日目は、ラグーナ蒲郡。班行動で、レストラン

などで思い思いの昼食を食べました。もちろん大切

な給料を入れたお財布

から支払いです。うーん

満足！そしてラグナシ

アを探検。洞窟探検やウ

オータークルーズなどの

2

▲たんばばの鴫れ男たち▲

ちょっぴり怖いアトラクションにチャレンジした班、素敵

なショーを見た班、大きな観覧車に乗った班もありました。

宿は、「明山荘」ここの温泉はお肌にいいとか？！皆

さん美人になれたかしら？そして、たんばぼ恒例大宴会

ショー！皆さんマイクを持ったら、大変身！！スマッ

プ・モー娘・舟木一夫・みんなの歌・アニメソング…時

間が足りなくなるほど盛り上がりました。

部屋に帰っても、夜はまだまだ長い…おみ　　篭

やげを買う人、トランプを始める人、うれし

すぎて、とうとう眠れなかった人も何人かあ

ったとか？！でも、皆さんまだまだ元気！二

日酔いもなんのその。朝風呂に入った人もあ

りました。 ▲私たち濠上がり美人▲

二日目のデンバークも暑か

ったけど、デンマークの町並みの

中でリフレッシュ！またまた、お

みやげを買って、おいしいソーセ
ージを食べて、お昼ご飯もいっぱ

い食べて…、おなかもこころも満

腹！寂しくなったのはお財布…。「帰りたくな－い」と言

ってた人もいたけど…　さあ、来週からまた仕事をがんば

るぞ！と決意を新たに、扶桑に帰りました。
▲メルヘン号でルンルン▲

媚弓シティア±ん・蓼轟鼻さん・永世墓に馨った瞥さん・ありがとうl



ぽっぽだより　第515年10

次回は、作業室2と

作業室3を紹介するよ

んばば のヒミty7 「知的障害者適所授産施設」だけど…。

知的な障害を持つ方が、昼間通ってこられる施設です。しかし、

たんばばには、知的な障害を持つ方だけでなく、身体的な障害の方、

知的にも身体的にも大変重度な障害を持つ方と、障害の種類・程度が

撞き旦方が通っ＿て来ておられます。それが、たんばばの大きな特徴で

去」それは、たんばばが生まれる時に、「障害の重い人も軽い人も、

ひとつ屋根の下で、生きがいをもって通える施設を作ろう」という、

保護者さんたちの願いがあったからです。どんな障害の人も、遠くの

施設まで行かなくても、身近な場所にある施設に通いたい…、小さな

町の大きな願いから生まれた施設なのです。この席いをより豊かに実

現していくために、たんばばは一歩一歩、歩んでいます。

たんばばに鯵 ケル一つ あるの？

基本のグルー

軽作業グループ

月午前・水午後
－作業室3　自主作業グループ－が－デニンクや

＼作業室4　　　　　　　＼クッキー

ぢ壬の作業室に入るわしどうやって決めているの7

たんばばでは、「旦亘運挺∴蠍
鋤ですから、作業室や自主作業を選ぶのも、自分で選んで決めてもらってい
ます。皆さん自分で選ばれた作業室へ、毎日安心して通っておられ、生きがいをもって作業に取り

組んでおられます。

冬作業室の特徴鯵7⇒今由惨 魯紹介し手す

知的にも身体的にも重度の障害を持った方や、知的な障害に加えて

精神的なストレスを抱えた方が、毎日元気に楽しく通えるように、ゆ

ったりとした雰囲気の中で、過ごしてもらっています。

匡司「こころとからだのリラックスタイム」
…外気浴（散歩）・足浴・セラピーボールなどを通して、こころとから

だをリラックスする支援を行っています。作業室2や3の身体の障害

のある方も週2回、ストレッチなどをしながら自分の身体に取り組ん

でおられます。

匡頭作業…牛乳パックのリサイクル紙すき・保護着手づくり製品
の袋詰めなどの作業に、職員やボランティアさんと共同作業で取り組

んでいます。ミキサーのスイッチを押すのが得意な方、作業よりも職

員やボランティアさんとのお付き合い優先の方、お昼寝の方、他の作

業室へ出張作業に行かれる方…それぞれです。どんな場合も、気持ち

を大切にしながらすすめています。ボランティアさんにも積極的に作

．町　監覆摺

A

業に取り組んでもらいます。和気あいあいとした作業の雰囲気の中で　こ

過ごすだけでも、作業室4の皆さんにはとても大切なことです。　　空も
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ぽっぽだより　幕515年10

ボランティアコーナー

巨垂司・新会員増加中！（一般…4名　学生…8名）＿＿＿＿章毎章匡象最募集墾上土
・施設見学に行きます。10／16（木）岐阜県白川町「自竹の里」

っ仁サポートウうつ（たんばぼ停隷書金主鰻）
・保護者会向けアンケートをしました。

・9／20現在59件の利用がありました。

・夕方や休日に活動できるサポーターさん募集中！

弓シティアありがとうござい手したI
・倉地機（ミニ・コ沖－ト）・天使の花壇様・扶桑シルバーカメラクラブ様

・日赤奉仕団様・わたげ様・ほっとサポートクラブ様・たんばぼ保護者全様

・その他、多くの皆様、本当にありがとうございました！

☆たんば辞で鯵、ボ弓ン宇イア±ん大歓迎です。

あなたの時間をたんばばに少しお貸し下さい。

興味のある方は、たんばばにお電話を！TEL．0587・●ト2311

｝たilで
ヽ－　　Y∵沃■′′　′1

レ＿■、一rt■　　　　■

ご寄付ありがとう

ございました

匿名様2名

後藤美津子様・若尾典子様

横井智恵子様

小川充子様

たんばぼ保護者会様

びここと ふそう福祉会たんばば

がスタートして3年目。

たんばばはまだまだっぼみで、根っこも張ってない

ようです。まずは、しっかりたんばばの花（利用者さん

の笑顔）を咲かそうと、職員一同がんばっています。月

1回の「ザ☆りふれっしゆ」もそのひとつ。ボーリン

グや買い物、アウトドアクッキング…と、楽しい企画

がたくさん。笑顔の花をたくさん咲かせて、根っこを

しっかり張り、種を飛ばして、いつかきっと扶桑町

にたんばばの花をいっぱい咲かせたいな。（H）

（、


